
　新市の名称等検討委員会では、「新市の名称」について、広く住民

の皆さんからご意見をいただくため、名称案を公募することにしま

した。皆さんからお寄せいただいた名称を参考としながら、同委員

会で十分且つ慎重に協議し、１点若しくは数点に絞り込んだ上、協

議会に提起することとしています。�

　最終的には、10月末には候補選定を終了し、年内に名称が決定で

きるよう今後の取り組みを進めていきます。�
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新
市
建
設
計
画
の
策
定
方
針
を
承
認

第
４
回
協
議
会

●
７
月
３１
日
、富
山
国
際
会
議
場
多
目
的
会
議
室
で
開
催

●
出
席
委
員＝

４８
人

●
傍
聴＝

報
道
関
係

１１
社（
１５
人
）

一
般（
１３
人
）

●
報

告

①
富
山
地
域
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果（
中
間
報
告
）

回
収
率
が
最
終
的
に
は
４０
・
７
％
程
度
に
な
る
こ
と
、詳

細
な
分
析
結
果
等
に
つ
い
て
は
、８
月
の
協
議
会
で
お
知
ら

せ
す
る
予
定
に
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

【
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
等
】

○
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
関
し
て
、回
収
率
・
数
字
の
精
度

を
疑
問
視
す
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、統
計
学
的
に

十
分
精
度
の
あ
る
数
値
で
あ
る
旨
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
会
議
資
料
の
説
明
に
関
し
て
、出
来
る
だ
け
詳
細
な
説
明

を
求
め
る
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

②
専
門
部
会
、分
科
会
の
開
催
状
況

③
第
１
回
新
市
の
名
称
等
検
討
委
員
会
か
ら
の
報
告

委
員
長
に
八
嶋
委
員
、副
委
員
長
に
は
池
田
委
員
が
選

任
さ
れ
た
こ
と
、委
員
会
で
検
討
す
る
名
称
案
に
関
し
て

幅
広
く
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
の
一

つ
の
手
法
と
し
て
、名
称
を
公
募
す
る
こ
と
と
し
、具
体
的

な
募
集
要
領
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

【
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
等
】

○
名
称
等
検
討
委
員
会
の
公
開
性
を
高
め
る
よ
う
求
め
る

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、協
議
会
か
ら
名
称
検
討
を
付

託
し
て
い
る
以
上
、委
員
会
の
意
思
を
尊
重
す
る
方
向
で

進
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
旨
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
選
定
基
準
の
主
観
性
を
指
摘
す
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
が
、「
幅
広
く
意
見
を
も
ら
う
」こ
と
を
主
眼
に
し
て
設

け
た
も
の
で
あ
る
旨
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
議

案（
正
式
協
議
）

�
新
市
建
設
計
画
の

策
定
方
針

新
市
の
建
設
を
総

合
的
か
つ
効
果
的
に

進
め
る
た
め
作
成

す
る「
新
市
建
設
計

画
」の
策
定
方
針
に

つ
い
て
資
料
１
の
と

お
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。（
３
頁
の
資

料
①
を
参
照
）

合
併
協
議
の
柱
の
一
つ
、新
市
建
設
計
画
の
策
定
方
針
が
第
４
回
協
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
市
建
設
計
画
は
、合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
的
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
、こ
の
後
、承
認
さ

れ
た
策
定
方
針
に
沿
っ
て
、具
体
の
計
画
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

も
う
一
つ
の
柱
、事
務
事
業
の
一
元
化
に
向
け
た
７
市
町
村
間
の
協
議
も
具
体
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、今
後
随
時
、

協
議
会
に
調
整
方
針
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

●
新
市
建
設
計
画
と
は
？

新
市
建
設
計
画
は
、

市
町
村
の
合
併
に
関
す

る
法
律（
合
併
特
例
法
）

に
基
づ
き
、合
併
協
議
会

が
作
成
す
る
も
の
で
、関
係

市
町
村
の
住
民
に
対
し
て
合
併

後
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
、い

わ
ば
新
市
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。

ま
た
、新
市
建
設
計
画
を
基
礎
と
し
て
様
々
な
財
政
支

援
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、合
併
協
議
に

お
い
て
非
常
に
重
要
な
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

合
併
特
例
法
第
５
条
に
お
い
て

１

合
併
市
町
村
の
建
設
の
基
本
方
針

２

合
併
市
町
村
又
は
合
併
市
町
村
を
包
括
す
る
都
道

府
県
が
実
施
す
る
合
併
市
町
村
の
建
設
の
根
幹
と

な
る
べ
き
事
業
に
関
す
る
事
項

３

公
共
的
施
設
の
統
合
整
備
に
関
す
る
事
項

４

合
併
市
町
村
の
財
政
計
画

以
上
４
項
目
を
お
お
む
ね
定
め
る
こ
と
と
し
、そ
の
内

容
に
つ
い
て
は
、合
併
市
町
村
の
建
設
を
総
合
的
か
つ
効

果
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、合
併
市
町
村
の
一

体
性
の
速
や
か
な
確
立
及
び
住
民
の
福
祉
の
向
上
等
を

図
る
と
と
も
に
、合
併
市
町
村
の
均
衡
あ
る
発
展
に
資
す

る
よ
う
適
切
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
て
い
ま
す
。
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資
料
①市

町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、合
併
協
議

会
で
策
定
す
る
市
町
村
建
設
計
画
は
、合
併
関
係
市
町
村
の
住

民
に
対
し
て
合
併
後
の
将
来
の
姿
を
示
す
、い
わ
ば
新
市
に
お
け

る
ま
ち
づ
く
り
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
も
の

で
あ
る
。

富
山
市
、大
沢
野
町
、大
山
町
、八
尾
町
、婦
中
町
、山
田
村
及

び
細
入
村（
以
下「
構
成
市
町
村
」と
い
う
。）は
、新
市
の
建
設
を

総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、次
の
骨
子
に
よ
り
新
市

建
設
計
画
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

�

序

論

１

合
併
の
必
要
性

地
方
分
権
が
本
格
化
す
る
中
、市
町
村
は
２１
世
紀
に
お
け
る

「
地
方
の
時
代
」に
応
え
、多
様
化
・
高
度
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に

的
確
に
対
応
す
る
た
め
、そ
の
規
模
と
能
力
の
強
化
を
図
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

市
町
村
合
併
は
、自
治
体
が
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
か
つ
緊
急
の
課
題
で
あ
る
と
の
視
点
か

ら
、市
町
村
合
併
の
必
要
性
を
整
理
す
る
。

２

新
市
建
設
計
画
の
概
要

�１

計
画
の
趣
旨

構
成
市
町
村
の
実
情
に
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、富
山

地
域
合
併
協
議
会
発
足
に
あ
た
っ
て
の
確
認
書
等
を
尊
重
し

て
、新
市
の
建
設
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
し
、一
体

性
の
速
や
か
な
確
立
と
新
市
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
が
図

れ
る
よ
う
施
策
の
方
向
を
示
す
。

�２

計
画
の
構
成

新
市
の
建
設
の
基
本
方
針
、新
市
の
建
設
の
根
幹
と
な
る

べ
き
事
業
に
関
す
る
事
項
、公
共
的
施
設
の
統
合
整
備
に
関

す
る
事
項
及
び
新
市
の
財
政
計
画
を
中
心
と
し
て
構
成
す
る
。

�３

計
画
の
期
間

計
画
は
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
も
の
と
し
、合
併
後
、概
ね

１０
年
間
を
期
間
と
す
る
。

�

新
市
の
概
況

１

構
成
市
町
村
の
概
況

地
域
の
自
然
条
件
、歴
史
的
な
背
景
な
ど
を
整
理
す
る
と
と

も
に
、社
会
・
経
済
指
標
の
状
況
を
把
握
し
、地
域
の
現
況
を
分

析
す
る
。

２

広
域
的
な
位
置
付
け

県
の
長
期
計
画
、広
域
計
画
等
か
ら
、構
成
市
町
村
の
広
域

的
な
位
置
付
け
、担
う
べ
き
役
割
等
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

３

構
成
市
町
村
を
と
り
巻
く
社
会
潮
流

地
方
分
権
、少
子
高
齢
化
、そ
の
他
社
会
的
環
境
の
変
化
等
、

地
域
を
と
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

４

地
域
の
特
性
と
課
題

地
域
の
現
状
と
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
の
結
果
を
踏
ま
え
、

ま
ち
づ
く
り
上
の
主
要
課
題
を
検
討
す
る
。

�

主
要
指
標
の
見
通
し

１

人
口
・
世
帯
数
等

本
計
画
期
間
に
お
け
る
総
人
口
、就
業
人
口
、年
齢
階
層
別

人
口
、世
帯
数
、そ
の
他
必
要
な
指
標
に
つ
い
て
推
計
を
行
う
。

�

新
市
の
建
設
の
基
本
方
針

１

新
市
の
将
来
像

新
市
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
示
す
。

２

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
方
針
を
分
野
別
に
明
示

す
る
。

３

土
地
利
用
の
方
向
性

市
街
地
な
ど
の
既
存
集
積
の
状
況
や
中
山
間
地
等
の
地
域

特
性
を
踏
ま
え
、概
念
的
な
都
市
構
造
を
設
定
す
る
。

ま
た
、地
域
別
の
土
地
利
用
の
基
本
方
向
及
び
地
域
間
連

携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

�

新
市
の
主
要
施
策

１

施
策
の
体
系
化

基
本
方
針
ご
と
に
施
策
の
方
向
を
設
定
し
、新
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
の
施
策
の
体
系
化
を
行
う
。

２

新
市
の
建
設
の
根
幹
と
な
る
べ
き
事
業

県
事
業
の
推
進
を
は
じ
め
、新
市
建
設
の
根
幹
と
な
る
べ
き

事
業
を
提
案
す
る
。

ま
た
、ハ
ー
ド
面
と
と
も
に
ソ
フ
ト
面
も
含
め
、中
心
部
だ
け

で
な
く
周
辺
部
に
も
配
慮
し
た
、真
に
新
市
の
建
設
に
資
す
る

事
業
を
選
び
、合
理
的
で
健
全
な
財
政
運
営
に
裏
付
け
ら
れ
た

も
の
と
す
る
。

�
公
共
的
施
設
の
統
合
整
備

各
種
公
共
的
施
設
の
統
合
整
備
に
つ
い
て
は
、地
域
の
特
殊
性

や
地
域
バ
ラ
ン
ス
に
十
分
配
慮
し
、地
域
の
自
主
性
が
発
揮
で
き

る
よ
う
適
正
配
置
を
検
討
す
る
。

�
財
政
計
画

合
併
後
、概
ね
１０
年
間
に
つ
い
て
、期
待
さ
れ
る
合
併
効
果
に
加

え
、地
方
交
付
税
、国
・
県
の
補
助
金
、地
方
債
等
の
依
存
財
源
を

過
大
に
見
積
も
る
こ
と
な
く
、長
期
的
展
望
に
立
っ
て
、限
ら
れ
た

財
源
の
効
率
的
な
活
用
を
図
り
、新
市
に
お
い
て
健
全
な
財
政
運

営
が
十
分
に
な
さ
れ
る
よ
う
留
意
し
て
策
定
す
る
。

新
市
建
設
計
画
の
策
定
方
針
（
全
文
）

富山地域合併協議会だより
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第
５
回
協
議
会

●
８
月
２８
日
、富
山
国
際
会
議
場
多
目
的
会
議
室
で
開
催

●
出
席
委
員＝

４５
人

●
傍
聴＝
報
道
関
係

１０
社（
１５
人
）

一
般（
１６
人
）

●
協
議
会
委
員
の
変
更

大
山
町
議
会
市
町
村
合
併
特
別
委
員
会
委
員
長
の
変
更

に
伴
い
、第
４
号
委
員（
各
市
町
村
議
会
が
推
薦
す
る
議
員
）

と
し
て
、第
５
回
協
議
会
か
ら
大
田
清
夫
氏
が
参
加
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
報

告

�
第
２
回
市
町
村
建
設
計
画
策
定
委
員
会
か
ら
の
報
告

①
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て

６
月
に
実
施
し
た「
富
山
地
域
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」の
調
査
結
果
に
関
す
る

最
終
報
告
が
行
わ
れ
、同
調
査
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

新
市
建
設
計
画
に
反
映
し
て
い
く
よ
う
努
め
る
こ
と
に

し
た
旨
報
告
さ
れ
ま
し
た
。（
主
な
内
容
は
５
〜
７
頁

を
参
照
）

②
新
市
建
設
計
画
素
案
に
つ
い
て

第
４
回
協
議
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
策
定
方
針
に

沿
っ
て
、「
第
１
章

序
論（
計
画
の
概
要
な
ど
）」、「
第

２
章

新
市
の
概
況
」、「
第
３
章

主
要
指
標
の
見

通
し
」、「
第
４
章

新
市
の
建
設
の
基
本
方
針
」部
分

に
つ
い
て
検
討
・
協
議
し
た
こ
と
、ま
た
、各
委
員
か
ら
指

摘
の
あ
っ
た
意
見
等
を
踏
ま
え
て
、今
後
も
策
定
委
員

会
の
中
で
引
き
続
き
協
議
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
旨
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

【
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
意
見
等
】

○
新
市
建
設
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、意
見
・
要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
の
で
、主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

●
少
子
・
高
齢
社
会
の
到
来
に
備
え
、充
実
し
た
福
祉
施
策

を
検
討
願
い
た
い
。

●
安
全
な
生
活
基
盤
の
整
備
に
向
け
た
環
境
保
全
、特
に
、

防
災
面
も
含
め
た
森
林
の
多
面
的
な
機
能
が
守
ら
れ
る

よ
う
に
配
慮
願
い
た
い
。

●「
将
来
を
担
う
人
づ
く
り
・
生
涯
学
習
」の
観
点
か
ら
、高

等
教
育
機
関
等
と
連
携
し
た
教
育
環
境
の
充
実
に
力
を

注
い
で
も
ら
い
た
い
。

●「
お
わ
ら
風
の
盆
」等
、長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た
伝
統

文
化
の
拠
点
を
、【
土
地
利
用
の
方
針
】に
位
置
付
け
る
な

ど
の
工
夫
を
望
み
た
い
。

●
都
市
間
競
争
に
打
ち
勝
つ
こ
と
が
、す
な
わ
ち「
求
心
力
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
実
現
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
わ

れ
る
た
め
、中
心
市
街
地
活
性
化
は
極
め
て
重
要
な
要
素

で
あ
る
と
考
え
る
。こ
の
点
を
、建
設
計
画
の
中
で
、も
う

少
し
強
調
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

●「
自
然
と
の
共
生
」と
い
う
観
点
か
ら
、里
山
地
帯
の
振
興

に
関
し
て
も
建
設
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
の

か
検
討
願
い
た
い
。

■
今
回
協
議
会
の
中
で
出
さ
れ
た
意
見
や
要
望
は
、元
来
、

各
々
の
自
治
体
が
そ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
鋭
意
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、市
町
村
建
設
計
画
策
定
委
員
会
を
は
じ
め
、各
種
事

務
事
業
の
一
元
化
に
向
け
調
整
作
業
を
行
っ
て
い
る
幹
事

会
や
専
門
部
会
な
ど
の
協
議
会
全
体
の
組
織
が
一
丸
と
な

っ
て
、み
ん
な
で
対
応
策
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
旨
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、７
地
域
全
体
で
の

集
計
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。詳
細
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合併協議会の会議内容は、ケーブルテレビ富山、ケーブルテレビ
八尾、上婦負ケーブルを通じて、ご覧いただくことができるようになり
ました。是非、ご利用下さい

２１
世
紀
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
ー
新
市
建
設
計
画
に
寄
せ
る
思
い
を
説
明

す
る
協
議
会
委
員
。同
委
員
を
は
じ
め
、住
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
思
い
が
一
つ
の
形
に
ま
と
め
ら
れ
、新
市
の
建
設
計
画
が
策
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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富山地域の将来のまちづくりに関する住民アンケート調査結果 （抜粋）�

　新市の将来のまちづくりを検討するため、住民の意見や考えを把握することを目的にアンケート
調査を行いました。�
　アンケート調査方法は、１８歳以上の住民を７市町村の住民基本台帳から無作為抽出（6,000人）
を行い、郵送配布、郵送回収により、2,443通（回収率40.7％）の回答を得ました。�
アンケート調査結果の概要は次のとおりです。�

�居住市町村の現状に対する満足度（生活環境評価）�

�住んでいる市町村の生活環境の満足度を「満足」から「不満」の５段階評価でたずねたところ、満足度の評価では「緑や水など自然環境の保護」が最も高く、次
いで「ゴミ収集、し尿処理、リサイクルなど生活環境への取組み」、「住宅水準、住環境水準」の順に満足度の評価が高くなっています。�

�一方、不満度が最も高いのは「道路の整備状況・バス・鉄道など交通の便」であり、次いで「買い物や娯楽施設の状況」、「まちの活気」の順となっています。�

�今後のまちづくりに望むこと、改善してほしいこと（３つ選択）�

�今後のまちづくりに望むこと、改善してほしいことでは、「雪対策への取組み」が33.4％で最も多くなっており、次いで「高齢者・障害者・児童の福祉対策」（31.4
％）、「公共交通の利便性の向上」（30.2％）、「保健・医療体制」（29.7％）の順となっています。�

�「公共交通の利便性の向上」は、生活環境の評価においても不満度が高く、生活環境評価と今後のまちづくりに対する要望についての関連性が強いことが分
かります。�

0 2010 30 40%

雪対策への取組み�
高齢者･障害者･児童の福祉対策�

公共交通の利便性の向上（バス、鉄道など）�
保健･医療体制（医療機関の充実、保健師の確保等）�

商工業の振興（商店街の活性化、地場産業の振興、企業誘致等）�
道路交通網の整備�
防犯対策の推進�

環境への取組み（上下水道･ゴミ処理･リサイクル･騒音等公害防止対策）�
学校教育施設や教育内容の充実�

観光・レクリエーションの振興�
公園、緑地等の整備�

農林水産業の振興（生産基盤整備、後継者育成）�
地域おこし活動（イベントの開催など）�

生涯学習･生涯スポーツ振興施策や施設の整備�
住民と行政のパートナーシップの構築（住民参加の推進など）�

安全施設の整備（交通安全施設、消防･防災体制）�
地区コミュニティ施設（集会所･広場等）の整備や活動の支援�

住宅対策の推進�
情報通信基盤の整備�
芸術･文化の振興�

国際交流や地域間交流施策�

健康政策や病院などの医療に関するサービス�

高齢者･障害者･児童などの福祉に関する施設やサービス�

道路の整備状況･バス･鉄道など交通の便�

犯罪の防止、交通安全、防災施設など生活の安全�

ゴミ収集、し尿処理、リサイクルなど生活環境への取組み�

緑や水など自然環境の保護�

住宅水準、住環境水準�
（住宅の規模や設備、宅地や住宅の供給状況、通勤･通学環境、騒音等）�

買い物や娯楽施設の状況�

スポーツ施設の状況、利用しやすさ�

芸術･文化施設（ホール･公民館･図書館等）の状況、利用しやすさ�

学校など教育施設や教育体制�

地域コミュニティ施設（集会所･広場等）の状況、利用しやすさ�

まちの活気�

満足� やや満足� 普通� やや不満� 不満� 無記入�

0 20 40 60 80 100％�
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緑豊かな自然や川、海などの環境を大切にするまち�

交通事故や災害、犯罪のない安全で安心なまち�

子ども･お年寄りなどを大切にする福祉のまち�

道路･公園･下水道などの生活環境が整ったまち�

にぎわいや活気のあふれるまち�

ゴミや公害のない清潔・快適なまち�

多くの人が訪れる交流が盛んなまち�

歴史･伝統などを大切にするまち�

活力に満ちた産業のまち�

街並みの美しい都市景観の優れたまち�

芸術や教育が充実し、文化の香りがするまち�

地域活動が盛んなふれあいのまち�

スポーツに親しむ、健やかなまち�

その他�

0 302010 40 50 60%

�新市の将来像イメージ（３つ選択）�

�新市の将来像イメージでは「緑豊かな自然や川、海などの環境を大切にするまち」が50.4％で最も多く、次いで「交通事故や災害、犯罪のない安全で安心な
まち」（40.7％）、「子ども・お年寄りなどを大切にする福祉のまち」（35.4％）の順となっています。�

�富山地域の合併に期待する効果（３つ選択）�

�富山地域の合併の効果に対する期待では、「公共料金などの住民負担の低減」が73.0％で最も多く、次いで「行政組織の合理化や人員削減」（40.4％）、「利用でき
る窓口・公共施設の増加」（34.9％）、「道路・公共施設など広域的視点からのまちづくり」（32.5％）の順となっています。�

公共料金などの住民負担の低減�

行政組織の合理化や人員削減�

利用できる窓口･公共施設の増加�

道路･公共施設整備など広域的視点からのまちづくり�

専門職の配置などによる行政サービスの向上�

新しいイメージの地域づくり、特色づくり�

重点的な投資による大規模な事業の実施�

地域が一体となったイベントの開催�

その他�

0 10 80％�20 30 40 50 60 70
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�富山地域の合併に対する不安（３つ選択）�

�富山地域の合併に対し不安に思うことでは、「中心地域と周辺地域で格差が生じる」が62.5％で最も多く、次いで「行政区域が広くなり、行き届いたサービスが
受けられなくなる」（56.0％）、「合併後の役所（役場）が遠くなり、不便になる」（33.4％）「議会議員の数が減少することにより、住民の意思が行政に反映されな
くなる」（25.7％）の順となっています。�

中心地域と周辺地域で格差が生じる�

行政区域が広くなり、�
行き届いたサービスが受けられなくなる�

合併後の役所（役場）が遠くなり、不便になる�

議会議員の数が減少することにより、�
住民の意思が行政に反映されなくなる�

住民の連帯感が薄れ、地域社会の形成が困難になる�

昔から継承されてきた文化や伝統などの�
地域性がなくなる�

市町村の名称がなくなるのが寂しい�

大規模事業の推進などにより、財政を圧迫する�

その他�

0 10 70％�20 30 40 50 60

第
２
回
市
町
村
建
設
計
画
策
定
委
員
会

●
８
月
２５
日
、富
山
国
際
会
議
場
多
目
的
会
議
室

で
開
催

●
出
席
委
員＝

１５
人

●
傍
聴＝

報
道
関
係
７
社（
１０
人
）
一
般（
９
人
）

●
議

案

�
富
山
地
域
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

新
市
建
設
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、ア
ン

ケ
ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
等
か
ら
の
意

見
を
で
き
る
だ
け
反
映
す
る
よ
う
努
め
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

�
新
市
建
設
計
画（
序
論
〜
新
市
の
建
設
の
基

本
方
針
）

策
定
方
針
に
沿
っ
て
、第
１
章「
序
論
」（
計
画
の
趣
旨
等
）、第
２
章「
新
市
の
概
況
」、

第
３
章「
主
要
指
標
の
見
通
し
」、第
４
章「
新
市
の
建
設
の
基
本
方
針
」部
分
ま
で
を

協
議
し
、委
員
か
ら
の
意
見
が
多
か
っ
た
将
来
像
や
土
地
利
用
の
方
針
等
に
つ
い
て
は
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。ま
た
、幅
広
く
意
見
を
聞
く
た
め
に
、協
議

会
へ
資
料
提
供
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。（
３
頁
を
参
照
）

【
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
意
見
等
】

○
新
市
の
将
来
像
に
関
す
る
意
見
と
し
て
、７
市
町
村
が
共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
、時
間

を
掛
け
て
新
都
市
の
都
市
像
を
創
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、今
後
、国
内
は
も
と
よ

り
海
外
か
ら
の
観
光
客
の
誘
致
等
が
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
国
際
化
」を
踏
ま
え
た

将
来
像
を
大
切
に
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
ま
た
、市
域
の
広
が
り
に
伴
う「
多
様
な
自
然
環
境
」を
持
つ
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
表
現
で

き
な
い
か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
現
在
有
し
て
い
る
、水
と
緑
に
象
徴
さ
れ
る
豊
か
な
自
然
を
将
来
に
渡
っ
て
し
っ
か
り
と
維

持
し
て
い
く
こ
と
を
表
現
で
き
な
い
か
、ま
た
、将
来
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
自
然
と
都
市
部

が
一
体
感
を
持
つ
よ
う
な
表
現
が
と
れ
な
い
か
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

○「
安
心
し
て
子
供
を
生
み
育
て
る
事
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
」を
強
調
で
き
な
い
か
等
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

富山地域合併協議会だより
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事務局�
通信�
�

富山地域合併協議会事務局�
〒930-0858 富山市牛島町5番7号�

TEL076-431-3422　 FAX076-431-3423�
ホームページアドレス　http://ww2.ctt.ne.jp/tgpi-01/�

 Eメールアドレス　tgpi-13@pe.ctt.ne.jp
この用紙は再生紙、インキは大豆油インキを使用しています。�

合併に関するご意見・ご質問があれば、事務局までご連絡ください。�

第１回新市の名称等検討委員会

●７月１８日、とやま自遊館で開催

●出席委員＝１１人

●委員長・副委員長の選任

●新市の名称に関する件

�住民の意見・意向を幅広く聞くため、また、合併問題に
対する関心の喚起を促すため、名称を公募することに

なりました。

�選定にあたっては、数の多さ（ランキング）だけではなく
て、地域にふさわしい名称をリストアップすることが確認

されました。

�決定方法については、応募のあった名称を参考としな
がら、検討委員会の中で１点若しくは数点に絞り込み、

協議会に報告することになりました。

�応募資格について、選定基準に沿っ
た名称を求めるという観点からすれば、

年齢制限を設けてはどうかという意見

がありましたが、「幅広く意見を求める」

「門前払いはしない」を主眼に、特に制

限は設けないことになりました。

�公募のエリアを全国に広げる必要はな
いかという意見も出ましたが、「広げすぎ

ると無責任」「私たち、自分たちの問題」

という観点から、富山地域７市町村在住

者とすることになりました。

●新市の事務所の位置に関する件

�新市の事務所の位置に関しては、他の協定項目との関
連があることから、それらの協議状況をみながら検討し

ていくことが確認されました。

【委員から出された意見等】

○関心の高い「名称」について、もう少し、時間を取っても良

いのではないかという意見が出されました。

○名称選定にあたり、学識経験者や各種団体、行政サイド

の意向も確認する場を持った方が良いのではないかとい

う要望がありました。

○事務所の位置に関し、関連項目の協議状況や関係資料

について、可能な限り情報提供して欲しいとの要望があり

ました。

富山地域合併協議会では、協議会の取組状況等を住民の皆さんに知ってもらうため、富

山地域の７市町村で住民説明会を開催する予定にしています。開催日時や開催場所、開

催内容など、詳細が決まり次第、各市町村の広報紙等を通じてお知らせすることとしてい

ます。また、協議会や策定委員会など各種会議内容は、協議会ホームページで紹介してい

ますが、資料を希望される方は、事務局までお気軽にお問い合わせください。

「新市の名称」公募にあたり、各市町村の公共施設等
に設置した募集チラシ。皆さんからお寄せいただいた名
称を参考としながら、検討委員会で慎重に協議されます。
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